
　鳥見山公園は勾玉池を中心とした自然豊かな公園で、春はツツジ、秋は紅葉のスポットとして知ら
れています。整備された見晴台からは東に額井岳を望め、早朝には日の出とともに眼下に雲海が広が
ります。この絶景を求め、多くのハイカーやカメラマンが訪れます。

宇陀市における素晴らしい風景をこれからシリーズ宇陀市における素晴らしい風景をこれからシリーズ
で掲載していきます。で掲載していきます。
ご自身の写真の八景など、皆さんの力作もお待ちしご自身の写真の八景など、皆さんの力作もお待ちし
ています。ています。
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こ
の
度
、
宇
陀
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
広
報
紙

を
創
刊
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

発
行
に
あ
た
り
、
市
長

様
は
じ
め
関
係
団
体
並
び

に
支
援
し
て
頂
い
た
方
々

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

宇
陀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
大
宇
陀
・
菟
田
野
・

榛
原
・
室
生
の
四
地
域
か

ら
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
会
長
に
選
ば
れ
た

と
き
に
、
あ
る
方
が
老
人

会
の
活
動
と
メ
リ
ッ
ト

は
？

　

ま
た
、
活
動
全
体
が
わ

か
る
も
の
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
と
言
う
素
朴
な
質

問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に

は
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
の

精
神
で
日
々
を
大
切
に
過

ご
し
て
頂
き
た
い
と
い
う

文
面
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
老
連
で
は

ク
ラ
ブ
の
特
色
や
活
動
内

容
な
ど
、
個
々
の
情
報
を

外
に
発
信
す
る
手
段
が
あ

ま
り
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も

あ
っ
て
、
一
層
閉
塞
感
が

漂
っ
て
い
た
時
に
、
広
報

と
言
う
媒
介
を
得
る
こ
と

に
意
義
を
感
ず
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
機
会
に
市
内
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
特
色
・
活
動

と
情
報
・
人
々
の
交
流
す

る
場
所
と
し
て
、
大
い
に

利
用
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

特
に
こ
れ
か
ら
高
齢
に

な
ら
れ
る
方
々
や
、
ク
ラ

ブ
未
結
成
の
地
域
の
方
々

に
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
良

さ
を
伝
え
て
頂
け
れ
ば
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
各
方
面
か
ら
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

時
節
柄
、
ど
う
ぞ
ご
自

愛
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

甚
だ
簡
単
粗
辞
で
す
が

発
行
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宇
陀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
広
報
紙

　
　
創
刊
号
の
発
行
に
あ
た
っ
て

会
長
あ
い
さ
つ

宇
陀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　

会
長　

佐さ

さ々

木き

恵え

眞し
ん

（2）

わたしたちは 宇陀市老人クラブ連合会の活動をサポートしています
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宇
陀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
広
報
紙
創
刊
号
の
発

行
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
本

市
の
高
齢
化
施
策
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

創
立
さ
れ
て
以
来
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
訪
問

や
、
地
域
の
子
ど
も
見
守

り
活
動
な
ど
様
々
な
角
度

か
ら
地
域
社
会
の
活
動
に

多
大
な
貢
献
を
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

長
期
化
す
る
中
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
活

動
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
長
き
に
わ
た

る
関
係
各
位
の
皆
様
方
の

ご
苦
労
に
対
し
敬
意
と
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
高
齢
化

率
は
日
を
追
う
ご
と
に
上

昇
し
、
超
高
齢
社
会
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

中
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、

長
生
き
し
て
良
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
社
会

を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
が

健
康
で
楽
し
く
、
生
き
が

い
を
高
め
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
も
、
各
地
域
の

老
人
ク
ラ
ブ
が
一
丸
と
な

り
、
よ
り
積
極
的
な
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
を
進
め
て
い

た
だ
く
こ
と
は
大
切
な
こ

と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
会
員
の
皆
様

に
は
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
地

域
社
会
で
生
か
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
な
お
一

層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

宇
陀
市
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
皆
様
方
の
ご
意
見

や
ご
提
案
を
施
策
に
反
映

し
な
が
ら
長
寿
を
喜
び
合

え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
一
層
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

終
わ
り
に
あ
た
り
ま
し

て
、
宇
陀
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
発

展
と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
広

報
紙
発
行
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
広
報
紙
発
行
に
寄
せ
て

市
長
あ
い
さ
つ

宇
陀
市
長

　
　
　
　
　

金こ
ん

剛ど
う　

一か
ず

智と
し

（3）

わたしたちは 宇陀市老人クラブ連合会の活動をサポートしています
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令和４年度事業計画

月 日（曜日） 事　　業　　名　　称 開　　催　　場　　所 備　　考

４月
２２日（金） 監事会 県社会福祉総合センター ３F　第２会議室
２７日 ( 水 ) 令和４年度定期総会・第１回理事会 室生振興センター

５月

１２日（木） 理事会（第５２回） 県社会福祉総合センター ５F　大会議室

１４日（土） ならシニア元気フェスタ 橿原公苑および　　　　　
近隣のスポーツ文化施設

県・県社協・県老連
共催

１９日（木） 女性部会常任委員会 県社会福祉総合センター ６F　中会議室
下旬 第２回　市老連理事会 室生振興センター

２７日（金）
定時評議員会

県社会福祉総合センター ５F　研修室　B・C市町村老人クラブ連合会　
　正副会長会議

６月

１０日（金） 女性部会手芸講習会 県社会福祉総合センター ６F　中会議室
中旬 第３回　市老連理事会 室生振興センター
２４日（金） 理事会（第５３回） 県社会福祉総合センター ５F　研修室　C

３０日（木） 近畿ブロック老人クラブリーダー研
修会 大阪府社会福祉会館 大阪府老連担当

７月
６日（水） 市老連ゲートボール大会 ふれあい交流ドーム
１５日（金） 女性部会常任委員会 県社会福祉総合センター ６F　中会議室
下旬 第４回　市老連理事会 室生振興センター

８月 ３1 日（水） 高齢者健康マージャン大会
（参加申込締切８月５日（金）） 県社会福祉総合センター ４F　教養文化室

９月

５日（月） 市老連グラウンドゴルフ大会 宇陀市総合グラウンド
９日（金） 老人福祉功労者表彰式 奈良県文化会館小ホール

１３日（火） ゲートボール大会　
【雨天時　９月１４日（水）】 橿原公苑陸上競技場 参加申込締切日　　

（８月１０日）
１５日（木）　～
２１日（水） 老人の日・老人週間

下旬 第５回　市老連理事会 室生振興センター
２０日（火） 老人クラブ全国一斉「社会奉仕の日」各市町村老連
２２日（木） 理事会（第５４回） 県社会福祉総合センター ６F　中会議室

１０月

５日（水） ペタンク大会　
【雨天時　１０月１１日（火）】

橿原運動公園　
まほろば広場

参加申込締切日
（９月９日）

１４日（金） ゴルフ大会 奈良若草カントリークラブ 参加申込締切日
（９月２０日）

中旬 第６回　市老連理事会 室生振興センター
２１日（金） 健康ウオーキング 大椿寿７月号で案内
２７日（木） 会員の集い 宇陀市文化会館
２８日（金） 老人クラブ指導者研修会 県社会福祉総合センター ６F　大ホール

１１月

２日（水） グラウンド・ゴルフ大会　
【雨天時　１１月４日（金）】 橿原公苑陸上競技場 参加申込締切日　　

（９月３０日）
１６日（水） 役員県外研修 神戸方面

１８日（金） 第１１回健康ウオークラリー大会 馬見丘陵公園 参加申込締切日　　
（　　月　　日）

２月

中旬 第７回　市老連理事会 室生振興センター
２月８日（水）
　　～
３月８日（水）

介護予防・健康づくりリーダー養成
講座（開講式）（受講申込締切日１
月６日）

県社会福祉総合センター ５F　大会議室他　
（全５回）

１０日（金） 県老連女性部会活動研修会 県社会福祉総合センター ５F　大会議室

３月

２日（木） 理事会（第５５回） 県社会福祉総合センター ５F　大会議室

８日（水）

介護予防・健康づくりリーダー養成
講座（公開講座）　軽スポーツ講習
会　
参加申込締切日　２月２０日

県社会福祉総合センター ５F　大会議室

１５日（水） パークゴルフ大会 広陵パークゴルフコース
１７日（金） 女性部会常任委員会 県社会福祉総合センター ６F　中会議室
下旬 第８回　市老連理事会・会計監査 室生振興センター

（4）宇 陀 市 老 連



○　収入の部 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　単位：円

○　支出の部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

令和４年度予算案

予算科目 令和４年度予算額 前年度予算額 比　較 備　考
会　　　費 0 537,920 ▲ 537,920
負　担　金 54,000 0 54,000 研修会参加負担金 3.000 円× 18 名

市補助金 4,125,000 4,571,710 ▲ 446,710

単位クラブ補助金  2.762.000 円　
　　　　

健康づくり補助金  250,000 円　　
　　　　　　

市老連補助金　1.113.000 円

繰　越　金 218,554 0 218,554 前年度決算剰余金

雑　収　入 2,446 2 2,444 預金利息

収入合計 4,400,000 5,109,632 ▲ 709,632

予算科目 令和４年度予算額 前年度予算額 比　較 備　考
人件費 0 300,000 ▲ 300,000

賃　　　金 0 300,000 ▲ 300,000
事務費 400,000 75,000 325,000

会　議　費 15,000 18,000 ▲ 3,000
交　際　費 10,000 10,000 0
旅　　   費 10,000 10,000 0
需　用　費 65,000 25,000 40,000
役　務　費 25,000 12,000 13,000
備品購入費 275,000 0 275,000

事業費 660,000 232,000 428,000
ゲートボール費 70,000 60,000 10,000

グラウンドゴルフ費 70,000 90,000 ▲ 20,000
役員研修費 220,000 0 220,000

保険料 5,000 0 5,000
選手派遣費 60,000 52,000 8,000

市老連全体集会費 170,000 0 170,000
女性部会活動費 50,000 10,000 40,000
社会奉仕活動費 5,000 0 5,000
リーダー養成費 10,000 20,000 ▲ 10,000

負担金・補助交付金 3,285,000 4,358,200 ▲ 1,073,200
県老連負担金 310,000 336,200 ▲ 26,200

単位クラブ補助金 2,975,000 4,022,000 ▲ 1,047,000
予　備　費 55,000 144,432 ▲ 89,432

支出合計 4,400,000 5,109,632 ▲ 709,632

（5） 宇 陀 市 老 連



　

令
和
４
年
７
月
６
日
、
大

宇
陀
ふ
れ
あ
い
交
流
ド
ー
ム

で
、
３
年
ぶ
り
と
な
る
、
市

老
連
主
催
・
宇
陀
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
主
管
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

市
長
、
市
議
会
議
長
を

来
賓
に
迎
え
、
佐
々
木
市
老

連
会
長
、
窪
田
宇
陀
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
祝
辞
、
競
技
上
の

諸
注
意
と
選
手
宣
誓
の
あ

と
、
始
球
式
を
行
い
、
開
会

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
参
加
10
チ
ー
ム

が
２
コ
ー
ト
に
別
れ
、１
チ
ー

ム
各
４
試
合
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
選
手
の
み

な
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
鍛
え
た

腕
前
と
、
チ
ー
ム
の
戦
略
を

生
か
し
、
終
始
真
剣
そ
の
も

の
で
、
一
打
で
大
き
く
情
勢

が
変
わ
る
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

９
月
13
日
の
県
大
会
に

は
、
優
勝
し
た
栗
谷
チ
ー
ム

と
、
昨
年
度
県
大
会
で
優
勝

し
た
本
郷
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
本
郷
チ
ー
ム
の
西
岡
友

秋
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。

　

結
果
は
惜
し
く
も
入
賞
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

栗
谷
チ
ー
ム
が
コ
ー
ト
賞
を

大会の結果
順　位 氏　名
優　勝 栗　谷チーム
準優勝 染　田チーム
第３位 本郷 A チーム
第４位 田　口チーム

栗谷チームの試合

優勝おめでとうございます！

受
賞
す
る
な
ど
、
橿
原
公
苑

陸
上
競
技
場
で
汗
だ
く
と
な

り
な
が
ら
プ
レ
ー
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

第
17
回
宇
陀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
魅
力
を
実
感
！

始球式のようす

会長挨拶

（6）

わたしたちは 宇陀市老人クラブ連合会の活動をサポートしています
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宇
陀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
、
市
の
掲
げ
る

健
幸
都
市
「
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
ー
」
構
想
に
も
あ
る
よ

う
に
、「
市
民
の
誰
も
が
健

康
で
幸
せ
と
思
え
る
ま
ち
」

の
実
現
の
た
め
、
市
教
育
委

員
会
か
ら
委
嘱
を
受
け
ら
れ

た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

み
な
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、

ボ
ッ
チ
ャ
の
体
験
講
習
を
受

け
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に

は
、
高
齢
期
を
と
も
に
生
き

る
仲
間
づ
く
り
や
、
心
と
か

ら
だ
の
健
康
づ
く
り
活
動
な

ど
が
あ
り
、
気
軽
に
誰
も
が

じっくり狙いを定めます

講習を前にストレッチ

軽
ス
ポ
ー
ツ
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
講
習楽

し
め
る
ボ
ッ
チ
ャ
を
、
地

域
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に

も
普
及
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

気
軽
に
だ
れ
も
が
楽
し
め
る

「
ボ
ッ
チ
ャ
」　
普
及
を
目
指
し
て
！

（7）

わたしたちは 宇陀市老人クラブ連合会の活動をサポートしています

宇 陀 市 老 連



人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
見
学

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
見
学

好
天
の
中
全
力
投
球

好
天
の
中
全
力
投
球

県
外
研
修

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
県
大
会

　

11
月
16
日
（
水
）
県
外
研

修
と
し
て
、
神
戸
市
の
人
と

未
来
防
災
セ
ン
タ
ー
の
見
学

を
行
い
ま
し
た
。
１
９
９
５

年
（
平
成
７
年
）
１
月
17
日

午
前
５
時
46
分
、
兵
庫
県
淡

路
島
北
部
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
.
3
の
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
高
齢

化
が
進
む
大
都
市
を
直
撃
し

6
,
4
0
0
名
を
超
え
る
人

命
が
失
わ
れ
る
な
ど
、
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

は
、
こ
の
阪
神
淡
路
大
震
災

　

令
和
４
年
11
月
２
日
（
水
）

橿
原
公
苑
陸
上
競
技
場
に
お

い
て
、
県
老
連
主
催
、
県
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
主
管
の

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
高
齢
者
の
世
紀
」
に
ふ
さ

わ
し
い
健
康
づ
く
り
、
介
護

予
防
活
動
の
一
層
の
普
及
・
促

進
を
図
り
、
相
互
の
親
睦
を
深

の
経
験
と
教
訓
を
継
承
し
、

防
災
・
減
災
の
実
現
の
た
め

に
必
要
な
情
報
を
発
信
す
る

施
設
で
す
。

　

ま
た
、
今
後
30
年
以
内
に

発
生
す
る
と
言
わ
れ
る
、
南

海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規
模
地

震
に
備
え
る
た
め
に
も
、
館

内
の
展
示
資
料
や
当
時
の
映

像
、
震
災
体
験
者
の
話
な
ど

を
熱
心
に
聞
き
、
一
人
ひ
と

り
が
災
害
に
対
す
る
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

め
、
今
後
の
福
祉
の
向
上
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
小
春
日
和
の
絶
好

の
天
候
に
恵
ま
れ
、
約
３
０
０

名
の
選
手
は
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し

た
。
き
れ
い
な
芝
生
の
コ
ー
ト

に
慣
れ
な
い
方
も
多
く
、
ロ

ン
グ
ホ
ー
ル
で
は
な
か
な
か

ボ
ー
ル
が
飛
ば

ず
苦
戦
し
て
い

る
選
手
も
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

宇
陀
市
か
ら

は
24
名
の
選
手

が
参
加
し
、
榛

原
の
上
西
敏
文

選
手
が
見
事
５

位
に
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、
一
層

の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

見学のようす

説明に聞き入ります

出場された皆さん（５位入賞の
上西敏文さんは左から５人目）

大会のようす

集合写真

（8）宇 陀 市 老 連



手
芸
を
通
し
て
仲
間
づ
く
り

手
芸
を
通
し
て
仲
間
づ
く
り

女
性
部
活
動

　

日
頃
は
老
人
ク
ラ
ブ
女
性

部
活
動
に
ご
協
力
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

奈
良
県
老
連
女
性
部
会
常

任
委
員
会
手
芸
講
習
会
が
あ

り
次
の
よ
う
な
４
つ

の
作
品
を
作
り
ま
し

た
。

・
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン

・
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で

作
る
お
花
の
コ
ー
ス

タ
ー

・
メ
ガ
ネ
置
き

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作

る
風
鈴
（
こ
の
作
品

は
各
地
域
に
持
ち
帰

り
作
る
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
為
細
心
の
注
意

を
払
い
な
が
ら
、
市

老
連
女
性
部
６
名
の
理
事
が

参
加
し
ま
し
た
。
約
２
時
間

の
講
習
会
で
し
た
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
綺
麗
に
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
素
敵
な
笑
顔
が
あ

ふ
れ
、
楽
し
か
っ
た
で
す
、

こ
れ
か
ら
も
、
人
と
人
と
の

繋
が
り
、
ふ
れ
あ
い
、
仲
間

づ
く
り
が
で
き
る
と
嬉
し
い

で
す
ね
。

　

心
身
共
に
健
康
で
若
々
し

く
、
い
つ
い
つ
ま
で
も
元
気

で
い
た
い
も
の
で
す
。
元
気

で
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
。

　

皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

作品と一緒にパシャリ

出来上がった作品たちそれぞれの個性が光ります

（9）

わたしたちは 宇陀市老人クラブ連合会の活動をサポートしています

宇 陀 市 老 連



開会式のようす

表彰式のようす

準備体操

（同点の時打数の少ない方、尚同点の時年齢による規定）

室生地区老人クラブの室生地区老人クラブの
会員の集い開催について会員の集い開催について

　

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
素
は
、
当
会
事
業
に
格

別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
な

お
油
断
で
き
な
い
状
況
で
す

が
、
３
密
回
避
と
感
染
防
止

策
に
配
慮
し
な
が
ら
、
室
生

老
連
主
催
の
標
記
室
生
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
の
集
い
を
下
記

※参加者には、マスクの粗品を配布いた
しました。

第15回榛原老人クラブ連合会　第15回榛原老人クラブ連合会　
グラウンドゴルフ大会報告グラウンドゴルフ大会報告

　

２
年
続
け
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
為

開
催
を
自
粛
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
榛
老
連
の
事

業
に
久
し
ぶ
り
に
取
り
組
む

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

第
15
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
は
、
天
候
が
気
に
な

り
ま
し
た
が
皆
さ
ん
の
熱
い

思
い
で
絶
好
の
大
会
日
和
と

な
り
ま
し
た
。

　

５
月
20
日
午
前
９
時
、
堀

田
会
長
は
じ
め
、
役
員
の
皆

さ
ん
が
準
備
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

へ
集
合
、
て
き
ぱ
き
と
ラ
イ

ン
引
き
や
テ
ン
ト
張
り
、
準

備
物
の
点
検
等
ス
ム
ー
ズ
に

進
み
、
大
会
の
注
意
点
等
確

認
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
午

後
１
時
に
は
選
手
、
及
び
会

員
の
皆
様
が
続
々
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
大
会
に
ど
の

選
手
も
活
き
活
き
と
互
い
に

話
し
か
け
合
っ
て
い
ま
し

た
。
午
後
１
時
15
分
定
刻

に
、
桑
谷
副
会
長
の
開
会
宣

言
、続
い
て
堀
田
会
長
か
ら
、

開
催
で
き
た
喜
び
と
、
感
染

症
に
十
分
注
意
し
て
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
と
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
大
会
役
員

よ
り
準
備
体
操
、
競
技
上
の

注
意
事
項
等
説
明
が
あ
り
競

技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
午

後
２
時
競
技
開
始
宣
言
、
タ

イ
ミ
ン
グ
が
悪
く
再
度
宣
言

の
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、
選

手
達
の
笑
顔
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ

レ
ー
に
一
喜
一
憂
し
、
拍
手

一
杯
で
進
め
ら
れ
、
コ
ー
ト

を
入
替
２
ゲ
ー
ム
行
い
ま
し

た
。

地区活動

大会結果
男子

優勝 下川　辰明 38点

2位 山中　忠宣 38点

3位 中尾　　實 40点

大会結果
女子

優勝 小松原弘子 42点

2位 奥田　安子 45点

3位 吉本　悦子 46点

の
通
り
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（10）宇 陀 市 老 連

『川本三栄子歌謡ショー』
〜歌あり、講談ありたっぷり 90 分のお楽しみ〜
募集人数 各単位クラブ４〜５名　125 名以内



丁寧な説明を受けました

実際のプレーのようす

〔ボッチャ〕〔ボッチャ〕
〔モルック〕を体験〔モルック〕を体験

伝六孫王五輪塔について

菟田野老人クラブ連合会菟田野老人クラブ連合会

　

大
宇
陀
岩
清
水
の
栖
光
寺

跡
（
す
こ
う
じ
あ
と
）
に
六

孫
王
経
基
（
ろ
く
そ
ん
お
う

つ
ね
も
と
、清
和
天
皇
の
孫
）

の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
五

輪
塔
（
供
養
塔
や
墓
と
し
て

使
用
さ
れ
る
塔
の
一
種
）
の

一
部
が
現
れ
ま
し
た
。

　

言
い
伝
え
の
真
相
を
探
る

べ
く
、
政
始
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
中
心
と
な
り
、
宇
陀

市
役
所
、
大
阪
大
谷
大
学
の

協
力
を
得
て
岩
清
水
百
寿
会

（
有
志
）
も
調
査
活
動
に
参

加
し
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
言
い
伝
え
の
真
相

や
、
如
何
に
…
？

　大宇陀岩清水の栖光寺跡に残るこの巨大な五輪塔は、六
孫王経基の墓と伝えられている。
　五輪塔は花崗岩製で、空・火・水輪が横に並んでおり、
風輪と地輪の所在は不明である。六孫王経基は清和天皇の
孫で、源の姓を賜って清和源氏の祖となった。経基の子孫
に頼朝・義経がいる。
　五輪塔は主に供養塔や墓として使用される塔の一種で、
仏教思想の五大（地・水・火・風・空）を表したものとされる。
　平安時代後半に、わが国で考案されたものと考えられて
いる。
　明治三十二年の『名勝旧跡調』によると、幕末の陵墓取
調に際して、六孫王の墓ということで、地元の人が恐れて
塔を崩した。
　五輪塔に彫られていた「経基公御薨去被為在云々」の文
字を削り、土中に隠した。
　その後、土が流れ再び地上に現れたものと思われる。
　この記録には所在の不明な風輪の大きさは高さ二尺二寸
（六六・五センチ）・径三尺（九一センチ）と記されており、
地輪を約一mとして五輪塔の大きさを推定すると高さ四・
三m前後となる。奈良県内では、西大寺奥院五輪塔（叡尊墓、
高さ三三五センチ、鎌倉時代後期）をこえて最大のもので
ある。
　また、全国でも京都の石清水八幡宮五輪塔（航海記念塔、

　

令
和
４
年
６
月
３
日
、
宇

陀
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
ご

協
力
を
得
て
、
理
事
会
メ
ン
バ

ー
で
ボ
ッ
チ
ャ
と
モ
ル
ッ
ク
を

初
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
続
く
新
し
い
懇

親
競
技
候
補
で
す
。

地区活動

高さ約六m、鎌倉時代）に次ぐ二番
目の大きさを誇る。室町時代初期の
作と考えられる。
　宇陀地域には吉野とともに、源氏
との関わりを示す伝承（常盤御前や
義経）や出来事が語り継がれている。
　栖光寺跡に残るこの巨大な五輪
塔を、誰がどのような理由で造った
のかは不明である。
　六孫王経基の墓という伝承も、宇
陀と吉野などを結ぶ道を往来した人
たちが、語り継いできたものと思わ
れる。

五輪塔調査に参加
大宇陀岩清水百寿会

　

仲
村
指
導
員
な
ど
か
ら
大
変

解
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
競
技
も
、
楽
し
く
体
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
当
連
合
会
で
も
親
睦

行
事
と
し
て
取
り
入
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。
競
技
を
通
し
て
健

康
づ
く
り
・
体
力
作
り
を
し
て

い
き
、
老
人
と
し
て
の
生
き
が

い
を
見
い
出
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

調査のようす

（11） 宇 陀 市 老 連



わたしたちは 宇陀市老人クラブ連合会の活動をサポートしています

　　スポンサーへのお礼

この度は「うだ友愛」の発行に
対して、広告掲載のご協力を賜
り、誠にありがとうございまし
た。
　今後とも何卒末永きご支援
をお願い申し上げます。

宇陀市老人クラブ連合会

　「宇陀市老人クラブ広報紙を作成しよう」と話を頂いた時「そうか・・・
誰が作成してくれるの？」と、まるで他人事のように思っておりました。
　しかし、みんなで記事を持ち寄り、広報紙の名称を考えている間に季節
は夏から秋へと移り、そして「うだ友愛」の創刊を手にする事が出来ました。

　宇陀市老人クラブ連合会長佐々木恵眞氏のあいさつに始まり、宇陀市金剛一智市長か
らのお祝いの言葉、また広報紙の発行に当たり協賛頂いた各企業の皆様、全ての方の協
力があってこそ「うだ友愛」広報紙を発行する事ができました、厚くお礼申し上げます。
　最後に広報紙創刊の業務に、微力ながら参加出来ました事を、とてもうれしく思いま
す。ありがとうございました。	 	 	 	 　　　　　　尾植登美子

編集編集
後記後記

広報紙名「うだ友愛」の由来
　宇陀市老人クラブ連合会広報紙の名称を「うだ友愛」としました。老人クラブの活動の
目的は、明るく、楽しく、前向きな生活を目指し社会とかかわり、他の人、物、に対して
優しく思いやりを持つことです。このような目的を大切にし活動ができるようにとの思い
から「うだ友愛」と名づけました。　　　　   　   
満寿会（榛原東老人会）吉川佳世子

「うだ友愛２号」の原稿を募集しています。
募集内容
・俳句、短歌、川柳、詩 等々
　日頃から創作活動をされている方、作品を広報紙に載せてみませんか？
　お気軽に送付ください。
投稿にあたって
　俳句等はハガキに記入いただき、郵送でご投函ください。
　投稿の際に、 ・住所
   ・氏名
   ・電話番号
   ・所属するクラブ名　　をお忘れなく！
送付いただいた作品は、理事会に諮り作品を選考します。

随時募集中！

原稿送り先原稿送り先
〒633-2221
宇陀市菟田野松井486-1　
　宇陀市社会福祉協議会
TEL 0745-84-4116 

文 芸 作 品 募 集

（12）宇 陀 市 老 連


